
 

 

協力社会の進化と他者評価 
京都大学大学院文学研究科 心理学研究室 教授  藤田 和生 氏 

◆労働組合は“損をする”世界？  

 私たちは大規模な協力社会に生きています。当然と思いがちですが、実は協力社会の実現には未だ解明さ

れていない謎が残されています。一般的に、協力行動は「他者（または集団）の利益のために、自身がコスト

を負担して行う行動」と定義されます。この定義に従えば、協力的な集団（協力行動をする個人が多い集団）

とは、皆が皆のために行動している集団なので、こうした集団は効率よく食料などの資源を集めることができ、

豊かな集団となります。その一方で、協力行動をする個人は、しない個人よりも自身がコストを負担してい

る分、必ず損をしてしまいます。協力社会の実現には、協力行動をした人が損してしまうという難問をクリア

する必要があるのです。しかし、実際には協力社会は実現していますし、労働組合は皆さんにとって身近な具

体例だといえるでしょう。組合員が積極的に労働組合に関与し、行動ができている組織ほど、組合員の生き

がいや働きがいがより良くなっているのは、こうした協力行動によるのではないでしょうか。 

◆ヒトだけじゃない！協力社会の進化のルーツ  

 こうした協力社会を維持するために有効とされている手段の１つが「間接互恵性」です。間接互恵性と

は、集団のために協力している個人に対して、他者も協力してあげる関係性をいいます。このとき、集団

のために協力しているという「評判」を基に、他者は協力するかを決める、つまり評判という情報を活用

しているといえます。評判を活用するためには、第三者間のやり取りを評価できる認知的能力、具体的に

は、他者に優しくする人物に対しては好感を抱き、他者に意地悪をする人物に対しては怒りや嫌悪感を抱

く能力が必要です。実はこのように自分には直接関係のない第三者間のやり取りから、第三者を評価する

能力は、ヒトに特有のものではなく、様々な種でも共通してみられることが知られています。 

◆協力社会の拡大に向けて～今、私たちにできること  

第三者を評価する能力がさまざまな種でみられるということは、協力社会の形成は進化的に古くから重要な課題であったことを意味して 

います。こうした協力社会の実現・拡大という生物共通の課題に対し、協力社会の例ともいえる労働組合は何ができるか、何をすべきかを 

考えるきっかけとなればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 日 時 】 ２０１７年６月２８日（水） １５：１５～１７：１５ 
※受付は１５時に開始いたします。 同会場にて講演会の前に総会を開催しているため、総会終了まで入場いただけません。 

【 会 費 】 無 料 【会 場 】大阪府立労働センター南館 10階 1023号室 ※本館ではありませんのでご注意ください。 

      

  

および 

  
労働調査運動 

    
総会記念講演会 公益社団法人国際経済労働研究所 交流会 のご案内 

【講師プロフィール】 

専門は比較認知科学。霊長類、げっ歯

類、鳥類、爬虫類、魚類、イヌやネコなど

の伴侶動物を対象に、心の働きの比較

研究を行う。ヒトを含め、すべての動物の

心はこの地球上に生命が誕生して以

来、数十億年の進化のたまものであり、

対等で、互いに敬意を払うべきもの。 

その多様な心を理解し、その進化のプロ

セスを、現存の種々の動物の知性や感

情の働きを比較することで跡づけること

を研究テーマとしている。 

総会記念講演会 ～比較認知科学から労働組合の役割を考える～ 

★ 労働調査 交流  ★

◆労働調査運動（＝調査を通じた労働運動）について情報交換する交流の場です！ 

研究所の会員、理事、委員会・研究会のメンバー、所員、そして多くの労組の皆さまが集います。日々の活動

に対する悩みや他労組の取り組みについてなど大いに語り合ってください。年に１度の「運動会」も３回目を

むかえ、年々、交流は活発になってきています。 

◆今年は「組合関与ベスト 10」の上位３組織の顕彰も行う予定ですので、活動のきっかけやヒントを得ていた

だけましたら幸いです。皆さま、奮ってご参加ください。 

 
【 日 時 】 同日 １７：４５～１９：４５   ※受付は17:15に開始いたします。 

【 会 場 】 大阪府立労働センター本館 10階 宴会場 

【 会 費 】 正会員組織の方 ４，０００円 ／人  正会員以外の方 ５，０００円 ／人  ※会費は当日ご持参ください。 

    



 

  

 

 

 

 

 

 

 

※参加者が３名以上となる場合は、この用紙をコピーしてご使用ください。 

※ご記入いただいた個人情報は、本講演会・運動会開催の事務手続きにのみ使用します。 

【お問い合わせ】公益社団法人 国際経済労働研究所 

（電話）０６－６９４３－９４９０ （メール）seminar@iewri.or.jp （研究所ＨＰ）http://www.iewri.or.jp 

総会記念講演会／労働調査運動交流会 事務局 行 

（ＦＡＸ） ０６－６９４３－９５４０        （メール） seminar@iewri.or.jp 
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【メッセージ 記入欄】  
他組織に聞いてみたいこと、今抱えている悩み、組織で取り組んでいること、 

組織の自己紹介やＰＲなど、自由にご記入ください。 

運動会の配布資料に掲載し、皆様の交流のきっかけとしていただければと考えています。 

【例】組合員の関与ＵＰが課題です。／女性活躍の推進方法に悩んでいます。／弊組と交流希望の組織はご連絡ください！ 

※文面はこちらで編集させていただくこともありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 
 

 

★ 会 場  大阪府立労働センター（エル・おおさか）    

大阪市中央区北浜東３－１４ 
 
［アクセス］ 京阪・地下鉄谷町線「天満橋」駅より西へ５分 

京阪・地下鉄堺筋線「北浜」駅より東へ 10分 

 

  ★ 日 時 2017年６月 28日（水） 

講演会 15：15～17：15  運動会 17：45～19：45 
 

お申込みはＦＡＸ または メール にて受付 

 

運動会参加の場合は 

組織単位でご記入ください 

mailto:seminar@iewri.or.jp

